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第 3 章から 5 章において、自身の 3 件のデザイン制作に関して、詳細に解説している。第 3 章の
「Plywood Shamisen2」は若者をターゲットユーザーとしたもので、ポリアミドやドライカーボンを
曲木技法で加工し、現代の若者の生活環境によりそう道具の在り方を探っている。第 4章の「Karakuri 
Shamisen」は、ベーシックユーザーをターゲットとしたもので、アラミド繊維や最新の木材加工機な
どが駆使されている。江戸時代の十折の三味線の構造をヒントに、持ち運びが煩わしい三味線をポ
ータブル化、コンパクト化することに成功した。このコンセプトは「東京手仕事」プロジェクトに採
用され、職人と共に半年間に渡って商品開発を行った。 
第 5章の「Kids Shamisen」は、子供をターゲットとした。現代では子供に合う三味線が存在しない
ため、各種の調査と試作を経て子供に適した三味線を創出し、子供がまず直面する調弦の課題を軽
減させた。 
 村井氏は本制作を完成させるために、職人・演奏家・幅広いユーザーに至る多様な人々と関わっ
た。このようなデザイン制作の中で村井氏が最も重要だと考えたのは、様々な業種間の人々をディ
レクションしながら、道具の持つ文化的価値を見極め、それを次の世代に受け渡してゆく仕組みを
構築してゆくことである。そして、伝統産業の継承に関わる諸問題に対して、プロダクトデザイナ
ーとして自身が果たせる役割を今後も担っていきたいと結んでいる。 
 
 この研究がプロダクト・デザイン領域の博士論文として評価できるポイントは以下の３点である。 
 
1. 固有文化、伝統工芸に関わったテーマをプロダクトデザインから研究している点 
プロダクトデザインは産業活動とリンクしている為、マーケットが存在し収益が確保される分野
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をテーマとすることが多い。伝統産業に関してはマーケットが急速に縮小する中、その維持の大切
さは分かっていても産業活動としては危機的状況にある。その改善に向けて公の補助金等が投入さ
れ、かろうじで維持されているというのが現状である。村井氏の視点は縮小するマーケットのみに
拘っている限りこの状況から脱する事は出来ず，新たなニーズを掘り起こし今日の生活に見合った
産業化を目指すことが重要であるというもので、具体的に 3 つの提案が為されている。単に楽器と
いう道具のデザインに止まらず、新規ユーザーの開拓、マーケットの拡大、伝統的職人の技術の継
承及び最新のデジタル技術活用の可能性が研究の中で論じられ、複数の「フィジカルプロトタイピ
ング」が為され明確に帰結されている点は高く評価される。 
 
2. 本学の研究機関を積極的に横断させた研究であること 
 本研究を実践する中で日本伝統音楽研究センターとの情報交換、邦楽器の演奏体験及びその実践
など、研究テーマを深耕化させるに当たって本学での研究である優位性が際立っている。「人と道具
との新たな関係の構築を目指して」という副題を的確に実現する為には実体験は不可欠であるが、
デザイナーが依頼される案件の都度、実体験を深く極めることは不可能である。村井氏にとって日
本伝統音楽研究センターが新研究棟の中に存在し、三味線の歴史に関わる情報の提供、演奏に関わ
る情報提供及び積極的に演奏体験が出来たことは幸いであった。エルゴ（人）と道具（三味線）との
関係を丁寧に掘り下げ、おさえる部分と改善しうる部分を明確に分類し得た背景にはこの様な横断
的な体制が在っての事である。 
 
3．教育的側面 
 文化の価値を次の世代に受け渡す事は重要で在り教育でのみそれは可能となる。日本の音楽教育
では洋楽器のリコーダー、ピアニカなどに小学校で触れ、邦楽器に関しては殆ど為されていない。
本研究で示されるキッズ三味線はそうした現状を変え得る可能性を有している。しかし教育現場に
邦楽に親しむ機会を持ち込む為には、単に楽器という道具だけではなく適切な教則本の存在及びそ
の指導要領の構築、入門に即した新たなる楽曲の作曲など、本研究では扱えない専門領域との共同
が在って実現されるものである。幸い本研究に協力いただいた日本伝統音楽研究センターと上記に
関わる新たな研究が立ち上がろうとしている。また、Iot技術を積極的に活用した遠隔教育の可能性
までも視野に入れた「フィジカルプロトタイピング」も為され検討が加えられた。この様に今後へ
の展開も明確に論じられ着手されている点も高く評価された。 
 
 村井氏の研究は稀少な伝統産業を次世代に受け渡してゆく為の方法論を探るものであるが、将来
の三味線ユーザーを育てる体験ワークショップの開催や、三味線の教育メソッドの確立の必要性に
も言及しており、人と道具の新たな関係の構築という主題に幅広い視点から切り込んでいる点も評
価できる。京都市立芸術大学には三味線の実演家とともに、それを専門とする音楽学研究者がいる。
このような専門家と結びつきながら研究を進めたことにより、本論文は単にプロダクトデザインの
みならず、音楽の分野においても貴重な研究となり、本学ならではの領域横断型の研究に仕上がっ
ている。 
 本研究は実社会において広がりを持ちつつあり、伝統産業の現場にさまざまな影響を及ぼす可能
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性に満ちており、その社会的意義は高い。審査に関わった全員がプロダクト・デザイン領域の博士
論文として十分な内容であると判断し合格とした。 
 
 
